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10
月
号

川
崎
医
療
生
協
・
健
康
ま
つ
り
開
催

川
崎
市
内
で

健
康
チ
ェッ
ク

音
楽

踊
り

新
聞
ち
ぎ
り
絵

南
河
原
支
部 

加
藤 

友
子

川崎医療生協が参加するイベント 川崎医療生協が主催するイベント

　
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
川
崎
区
内
の

い
く
つ
か
の
公
園

で
ス
ト
レ
ッ
チ
＆

ウ
ォ
ー
ク
を
行
っ

て
５
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
週
１
回
行
っ
て
い
る

場
所
で
、
あ
る
日
組
合
員
が

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
３０
代

く
ら
い
の
若
者
に
「
一
緒
に

や
ら
な
い
か
」と
声
を
か
け
、

体
操
を
一
緒
に
や
り
ま
し
た

▼
そ
の
青
年
は
そ
の
後
３
週

間
続
け
て
来
て
く
れ
た
後

に
、
私
た
ち
に
こ
う
話
し
ま

し
た
。「
県
内
に
あ
る
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
リ
ス
ト

ラ
に
あ
い
失
業
中
で
し
た
。

２
年
間
の
契
約
で
す
が
、
新

し
い
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
の

で
、
来
週
か
ら
は
こ
の
体
操

に
は
来
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
気
持
ち
も
落
ち
込
ん
で

い
た
し
、
肩
が
上
が
ら
な
か

っ
た
が
気
分
が
楽
に
な
り
、

肩
も
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」。
そ
し
て
お
礼
を

言
っ
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た

▼
身
近
な
所
に
リ
ス
ト
ラ
さ

れ
た
若
者
が
い
た
こ
と
、
短

時
間
の
体
操
で
、
こ
ん
な
に

効
果
を
感
じ
て
い
た
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
彼
は
２
年
後

ま
た
仕
事
を
探
す
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ず
、
困
難
を
抱

え
る
若
者
に
思
い
を
馳
せ
ま

し
た
。
身
近
に
い
る
人
に
声

を
か
け
、
寄
り
添
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ウ
ォ
ー
ク

を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

理
事
　
加
藤 

光
義

青い空

　
川
崎
医
療
生
協
は
、
毎
年
秋
に
「
健
康
ま
つ
り
」
を
開
催
、
地
域
住
民
と
交
流
し
な
が
ら

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
医
療
生
協
の
魅
力
や
医
療
生
協
へ
の
加

入
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
１０
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
川
崎
市
内

の
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
な
か
で
も
宮
前
区
の
「
県
立
東
高
根
森

林
公
園
」
で
の
「（
仮
称
）
緑
の
ま
ち
で
　
健
康
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
は
初
め
て
の
企
画
で
す
。

な
ん
と
いって
も 

健
康
ま
つ
り

　
川
崎
市
内
各
地
で
行
わ
れ
る

「
健
康
ま
つ
り
」
は
川
崎
医
療

生
協
の
看
板
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
年
は
す
で
に
９
月
２８
日
に

あ
さ
お
診
療
所
「
あ
さ
お
健
康

ま
つ
り
」
を
行
い
大
好
評
で
し

た
が
、
１１
月
が
健
康
ま
つ
り
の

本
番
で
す
。

　
１１
月
９
日
に
川
崎
区
の
大
師

公
園
で
行
わ
れ
る
「
大
師
健
康

ま
つ
り
」
は
、
昨
年
６
０
０
人

の
観
客
が
訪
れ
大
盛
況
で
し

た
。
今
年
も
川
崎
医
療
生
協
の

飲
食
の
出
店
の
ほ
か
、
神
奈
川

土
建
川
崎
支
部
の
包
丁
研
ぎ

津
区
の
坂
戸
診
療
所
の
駐
車
場

で
の「
坂
戸
ミ
ニ
健
康
ま
つ
り
」

や
、
１１
月
３
日
に
幸
区
で
行
わ

れ
る
「
幸
中
原
健
康
ま
つ
り
」

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
１
）。

初
企
画 

健
康
クイ
ズ
ラ
リ
ー

　
今
年
初
め
て
行
う
企
画
は
、

１１
月
１６
日
に
宮
前
区
の
「
県
立

東
高
根
森
林
公
園
」
で
開
催
す

る
「（
仮
称
）
緑
の
ま
ち
で
　

健
康
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
で
す
。

東
高
根
森
林
公
園
の
ケ
ヤ
キ
広

場
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
し
て
、

地
図
に
記
さ
れ
た
い
く
つ
か
の

場
所
を
歩
き
、
各
ポ
イ
ン
ト
で

出
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の
答
え
を
カ

ー
ド
に
書
き
、
書
き
終
え
た
ら

ケ
ヤ
キ
広
場
に
戻
っ
て
、
ス
タ

ッ
フ
に
カ
ー
ド
を
渡
す
と
参
加

賞
が
も
ら
え
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
の
中
に
は
、
宮
前

区
が
発
行
し
て
い
る
「
み
や
ま

え
み
ど
り
の
　
お
散
歩
マ
ッ

プ
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ポ
イ

ン
ト
も
含
ま
れ
て
い
て
、
先
着

１０
人
ま
で
は
、
参
加
賞
の
他
に

宮
前
区
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
メ
ロ
ー
」
と
「
コ
ス
ミ

ン
」
が
描
か
れ
た
タ
オ
ル
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
ケ
ヤ
キ
広
場
で
は
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
健
康
相
談
も
行
わ
れ
ま

す
。

や
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
糸
ぐ
る
ま
」
に
よ
る
障
が
い

者
の
手
作
り
ビ
ー
ズ
作
品
の
出

店
販
売
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
師
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
や
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
、
舞

台
の
出
し
物
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
１１
月
２３
日
に
、
コ
ロ
ナ
禍
以

後
初
め
て
開
催
す
る
川
崎
区
の

協
同
地
区
健
康
ま
つ
り
は
、
メ

イ
ン
会
場
を
協
同
ふ
じ
さ
き
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
し
て
、
隣
の
か
り

ん
ビ
ル
や
川
崎
協
同
病
院
、
生

協
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
活
用
し

て
開
催
し
ま
す
。

　
協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
駐
車
場
に
は
、
飲
食
な
ど
の

出
店
が
並
び
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
１

階
で
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
隣
の

か
り
ん
ビ
ル
１
階
で
は
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
企
画

が
、
ま
た
川
崎
協
同
病
院
で
は

「
院
内
探
検
」
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
生
協
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
新
築
移
転
が
決
ま

っ
て
い
る
京
町
診
療
所
が
１１
月

３０
日
に
行
う
「
小
田
地
区
健
康

ま
つ
り
」
や
、
１１
月
２
日
に
高

表１表2 他
団
体
と
協
力
し
て

　
川
崎
医
療
生
協
の
主
催
で
行

う
健
康
ま
つ
り
や
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
以
外
に
も
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
川
崎
医
療
生
協
が
参
加
し

て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
ま
す
（
表
２
）。

日時 名称 場所
10月12日（日）
午前10時30分～
午後3時30分

川崎市
消費生活展

JR武蔵溝ノ口駅
南北自由通路
（高津区溝口１−１−１）

11月1日（土）
午前10時～午後4時 プラザ橘まつり プラザ橘

（高津区久末2012−1）
11月2日（日）
午前10時30分～
午後3時30分

介護福祉フェス
かわさき

川崎市教育文化会館
（川崎区富士見２−１−３）

11月8日（土）
午前10時～午後3時

川崎区社協
福祉まつり

川崎市教育文化会館
（川崎区富士見２−１−３）

日時 名称 場所

11月2日（日） 坂戸ミニ健康まつり 坂戸診療所駐車場
（高津区坂戸1−6−18）

11月3日（月祝） 幸中原健康まつり 古市場第5公園
（幸区古市場2−84）

11月8日（土）
午前10時～12時

多摩支部
ミニ健康まつり

中野島中央公園
（多摩区中野島5−2）

11月9日（日）
午前10時～午後1時 大師健康まつり 大師公園

（川崎区大師公園1）

11月23日（日） （仮）緑のまちで
健康クイズラリー

県立東高根森林公園
（宮前区神木本町２−１０−１）

11月23日（日）
午前11時～午後2時 協同地区健康まつり 協同ふじさきクリニック周辺

（川崎区藤崎4−21−2）
11月30日（日）
午前10時～12時 小田地区健康まつり 京町2丁目多目的広場

（川崎区京町２−23）

昨年大好評だった大師中学校吹奏楽部も出演
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☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

藤沢市藤沢 854―11
☎  0466‒52‒6950

医療情報システムの歴史

経営状況
　経常利益８月： ▲36,346千円（予算差▲38,415千円　前年差＋31,076

千円）
　　　　　累計： ▲148.129千円（予算差▲117,408千円　前年差＋216,

514千円）。
　協同病院は手術件数を前年対比130.6％と伸ばしているが、看護師不
足により病床運用を増やせず、収益増に繋がらない。
　外来は患者数が予算に届いていない。健診は猛暑の影響か収益予算比
73.7％。
　累計予算を達成している事業所は、生協歯科クリニック、たま訪問看
護Ｓｔ、たまヘルパーＳｔ虹、京町・藤崎・樹の丘地域包括、おおしまケア
プランセンター、なかはら看護小規模多機能。
議決事項など
　●医療事故責任保険（9,941千円）●自動車保険契約（2,597千円）●
新京町診療所のＸ線装置と内視鏡装置購入（43,890千円）●新京町診療
所のエレベーターの保守契約締結（52千円／月）●ふじさきクリニック
の事務次長を安藤一美から岡琢也に変更（健診部門スタッフの労務管理
含む全般、法人保健予防事業部部長兼務）と、事務管理課長（出張健診
含む診療現場部門、法人保健予防事業部副部長兼務）に黒沢文彦を任命
●坂戸診、水曜日午後外来休診（10月から）隔週で往診実施●最低賃金
改定に伴う賃金規定改定●「支部規定」「支部・班の活動補助費支給細則」
改定。
健康づくり・社保・平和のとりくみ
　●医療崩壊を食い止める緊急行動提起の事業所訪問とキャラバン行動
の参加呼びかけ●医療生協ニュース配付協力の呼びかけ●高齢者大会の
参加呼びかけ●知ってもらおうキャンペーンのイベント共有。

川崎医療生協　９月理事会報告 第５回

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

　

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
８
月
下
旬
か
ら
患
者
が
出
は
じ

め
、例
年
よ
り
早
く
流
行
し
は
じ
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
市
で
は
10
月
か
ら
予
防
接
種
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

熱
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
す
る

か
ど
う
か
は
本
人
の
意
思
に
よ

る
も
の
で
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
副
反
応
の
多
く
は
24
時
間
以

内
に
現
れ
る
の
で
、
特
に
こ
の

間
は
注
意
が
必
要
で
、
も
し
副

反
応
が
出
た
場
合
は
、
接
種
し

た
病
院
・
診
療
所
か
、「
川
崎

市
予
防
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
」
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

６５６５
歳
以
上
は
一
部

歳
以
上
は
一
部

公
費
負
担
で

公
費
負
担
で

　

川
崎
市
に
在
住
で
、
65
歳
以

上
か
、
接
種
日
に
60
歳
か
ら
64

歳
で
「
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
障
害（
障
害
１
級
程
度
）

を
有
す
る
人
」「
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

障
害
（
障
害
１
級
程
度
）
を
有

す
る
人
」
は
、
一
部
公
費
負
担

に
よ
り
２
３
０
０
円
で
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
部
公
費
負
担
で
接
種
で
き

る
期
間
は
10
月
１
日
か
ら
、
２

０
２
６
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

接
種
の
際
は
、
住
所
、
年
齢

の
確
認
が
で
き
る
、
資
格
確
認

書
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
参
く
だ
さ
い
。
60
歳
か
ら
64

歳
で
対
象
と
な
る
人
は
、
障
害

者
手
帳
や
診
断
書
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

川崎市予防接種コールセンター川崎医療生協の病院・診療所でも接種できます

電　　話　044-200-0144
受付時間　 月～金　

午前８時30分～午後５時15分
（祝日・年末年始除く）

Ｆ  Ａ  Ｘ　044-200-1065

高齢者以外の方の川崎医療生協の接種料金です。
小児の経鼻で行うワクチン接種（フルミスト）も行っています。

インフルエンザワクチン（注射）
13歳以上（1回接種） 組合員　3,600円 一　般　4,500円
生後6ヵ月～12歳（2回接種） 　1回目 組合員　3,050円 一　般　4,000円
　　　　　　　　　　　　　 2回目 組合員　2,850円 一　般　3,600円
フルミスト（経鼻）
2歳～19歳 組合員　9,020円 一　般 11,220円

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
と
は

予
防
接
種
と
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
や
発
症
を
完
全
に
防
げ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
症

化
や
合
併
症
の
発
症
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高

齢
者
が
予
防
接
種
を
受
け
る

と
、
受
け
て
い
な
い
人
よ
り
死

亡
の
危
険
を
１
／
５
に
、
入
院

の
危
険
は
１
／
３
〜
１
／
２
に

ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

効
果
は

効
果
は

ど
れ
く
ら
い

ど
れ
く
ら
い

　

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵

抗
力
が
つ
く
ま
で
に
は
２
週
間

ほ
ど
か
か
り
、
５
ヵ
月
ほ
ど
そ

の
効
果
が
持
続
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

副
反
応
は
？

副
反
応
は
？

　

予
防
接
種
後
の
副
反
応
と
し

て
は
、「
接
種
し
た
部
位
の
痛

み
や
熱
を
持
っ
て
腫
れ
る
」「
全

身
の
じ
ん
ま
し
ん
」「
繰
り
返

す
嘔
吐
」「
顔
色
の
悪
さ
」「
高

予
防
接
種

予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

第
３
回
で
「
保
健
医
療
分
野

の
情
報
化
に
向
け
て
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」（
平
成
15
年
）

で
提
示
さ
れ
た
『
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
工
程
表
』
を
示
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
到
着
状
況
を
示

し
た
厚
労
省
資
料
を
示
し
ま

す
。
先
行
し
て
開
発
さ
れ
た
の

は
診
療
報
酬
を
計
算
す
る
「
医

事
会
計
シ
ス
テ
ム
」
で
し
た
。

東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ

た
の
は
昭
和
48
年
（
１
９
７
３

年
）
で
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
、

大
病
院
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム

や
検
査
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
た

病
院
自
動
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
11
年（
１
９
９
９
年
）に

厚
生
省
か
ら
『
診
療
録
等
の
電

子
媒
体
に
よ
る
保
存
に
つ
い

て
』
が
通
知
さ
れ
、真
正
性
（
改

ざ
ん
防
止
）、見
読
性（
紙
出
力

等
が
可
能
）、保
存
性（
法
令
保

存
期
間
内
に
復
元
可
能
な
状
態

で
保
存
）
の
３
条
件
を
満
た
せ

ば
診
療
録
等
の
電
子
保
存
が
可

能
と
な
り
、い
わ
ゆ
る「
電
子
カ

ル
テ
」
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

医
師
か
ら
の
診
療
指
示
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
依
頼
す
る
機
能

で
電
子
カ
ル
テ
の
基
本
部
分
と

な
る
「
オ
ー
ダ
ー
エ
ン
ト
リ
シ

ス
テ
ム
」
が
稼
働
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
診
療
録

等
の
診
療
行
為
を
追
加
し
た
本

格
的
な
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

が
稼
働
開
始
し
た
の
は
１
９
９

１
年
８
月
の
島
根
県
立
中
央
病

院
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
令

和
５
年（
２
０
２
３
年
）の
電
子

カ
ル
テ
の
普
及
率
は
一
般
病
院

で
62
・
６
％
、
一
般
診
療
所
で

55
・
０
％
で
す
が
、
厚
労
省
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
は
導
入
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1010
月
ス
タ
ー
ト
！

月
ス
タ
ー
ト
！

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

定
期
予
防
接
種

川崎市

〈料金（税込み）〉
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作
家
の
阿
川
佐
和
子
さ
ん

が
書
い
た
「
聞
く
力
」
と
い

う
本
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し

て
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
共

感
を
呼
び
ま
し
た
。
週
刊
誌

の
対
談
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
有
名
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
相
手
か
ら
上
手
に
話

を
聞
き
出
す
極
意
が
こ
こ
に

は
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

人
か
ら
話
を
聞
き
出
す
に

は
な
に
よ
り
ま
ず
相
手
の
話

を「
聞
く
力
」が
必
要
で
す
。

ま
た
、
正
し
く
「
聞
く
」
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
相
手

に
上
手
に
尋
ね
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
い
い
か
え
れ
ば

　

今
思
い
出
し
て
も
心
に
鮮

明
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
20

年
程
前
に
、
現
地
で
は
バ
ス

２
台
に
も
な
る
人
数
で
参
加

し
た
中
国
へ
の
旅
で
す
。

　

初
め
て
飛
行
機
に
乗
っ
た

上
手
に
「
訊き

く
」
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
「
き
く
」
と
い
う
言
葉
（
動

詞
）
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
と
そ
れ
に
見
合
っ
た
漢
字

が
あ
り
ま
す
。「
聞
く
」
が

一
番
広
い
意
味
で
使
わ
れ
ま

す
が
、
特
に
音
楽
な
ど
何
か

に
注
意
し
て
耳
を
傾
け
る
場

合
は
「
聴
く
」
と
表
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
尋
ね

る
・
質
問
す
る
と
い
う
意
味

で
の
き
く
と
い
う
場
合
「
訊

く
」
を
使
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
「
訊
く
」
は
常
用
漢
字
で

は
な
い
の
で
、「
聞
く
」
を

と
い
う
あ
る
年
配
者
は
、「
こ

ん
な
大
き
な
鉄
の
塊
が
空
を

飛
ぶ
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
、
出
発
す
る
空
港
で

つ
ぶ
や
い
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

だ
れ
に
で
も
人
そ
れ
ぞ
れ
「
心
に
残
る
旅
」
が
あ
る
の

で
は
？　

若
い
こ
ろ
の
一
人
旅
、
友
人
と
の
旅
、
家
族
旅

行
…
。
長
い
旅
、
た
っ
た
一
日
の
旅
。
旅
に
違
い
は
あ
れ

ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
最
良
の
旅
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
そ
の
思
い
出
を
語
り
ま
す
。
第
２
回
は
、
70
人
の
仲

間
と
い
っ
た
中
国
の
旅
で
す
。

（
文
・
写
真　

編
集
委
員　

宮
澤
明
）

②
70
人
で
行
っ
た
中
国

そ
の
意
味
で
使
う
の
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
同
じ
「
き

く
」
で
も
意
味
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
た
め
あ
え
て
こ
の
字

を
使
う
人
も
い
ま
す
。
阿
川

さ
ん
の
「
聞
く
力
」
の
意
味

も
「
聞
く
」
と

「
訊
く
」
を
合

わ
せ
た
も
の
で

す
。

　

相
手
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
二

つ
の
き
く
力
が

大
事
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
「
訊

く
力
」
が
よ
り

　

シ
エ
イ
エ
ン

（
千
円
、
千
円
）」

と
、
し
つ
こ
く
付

き
ま
と
い
、
そ
の

商
売
熱
心
さ
に
仰

天
し
ま
し
た
。

　

香
港
の
後
は
、

南
京
事
件
で
有
名

な
江
南
省
南
京
市

に
あ
る
「
南
京
虐

殺
記
念
館
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。
虐

一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
促
す

の
が
Ａ
Ｉ
の
利
用
の
拡
大
で

す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
と
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー

　

ま
ず
最
初
に
着
い
た
香
港

で
は
、
車
中
か
ら
高
層
ビ
ル

の
建
築
現
場
で
、
竹
の
足
場

を
使
っ
て
作
業
し
て
い
る
姿

に
び
っ
く
り
仰
天
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
宿
泊
し
た
ホ

テ
ル
を
出
発
し
て
か
ら
目
的

地
に
着
く
ま
で
、
売
り
子
が

つ
い
て
き
て
「
シ
エ
イ
エ
ン

ネ
ッ
ト
で
何
か
を
調
べ
る
と

き
に
、
検
索
ボ
ッ
ク
ス
に
言

葉
を
入
れ
て
必
要
な
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
を
探
し
あ
て
る
の
が

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
な
ん
で
も

検
索
に
代
わ
っ
て
Ａ
Ｉ
に
尋

ね
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
」
と
、
あ
る
専
門
家

は
言
い
ま
す
。

　

検
索
ボ
ッ
ク
ス
に
、
た
と

殺
館
の
壁
に
「
虐
殺
３
０
０

０
０
０
」
の
文
字
が
表
示
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
。
館
長
の
説
明

で
記
念
館
を
見
学
し
て
、
事

件
現
場
に
案
内
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
軍
の
狂
暴
な
行
為

は
、
涙
な
し
に
は
聞
け
ま
せ

ん
で
し
た
。

え
ば
今
年
政
府
備
蓄
米
が
ど

の
く
ら
い
出
回
っ
た
か
を
知

り
た
い
場
合
、こ
れ
ま
で「
備

蓄
米　

２
０
２
５
年　

出
回

り
量
」
な
ど
と
入
れ
て
い
た

の
が
、
今
は
「
備
蓄
米
は
２

０
２
５
年
に
全
国
で
ど
の
く

ら
い
出
回
っ
た
の
か
」
と
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
れ
ば
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
答
え
が
出
て
き

ま
す
。（
正
し
い
か
ど
う
か

は
確
認
す
る
必
要
あ
り
）。

　

こ
れ
は
簡
単
な
質
問
例
で

す
が
、
も
っ
と
長
い
文
章
で

何
か
を
尋
ね
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
そ
う
な
る
と
、
ど
う

い
う
こ
と
を
ど
う
的
確
に
文

章
に
し
て
尋
ね
る
か
と
い
う

力
が
問
わ
れ
ま
す
。「
単
語

や
句
」に
よ
る
検
索
の
場
合
、

答
え
を
導
き
出
す
的
確
な

「
単
語
や
句
」
に
よ
っ
て
よ

　

南
京
大
虐
殺
の
生
存
者
４

人
や
関
係
者
と
の
夕
食
交
流

会
は
記
憶
に
残
る
会
で
し

た
。
通
訳
付
き
の
乾
杯
に
胸

が
熱
く
な
り
、
生
存
者
の
話

は
涙
な
し
に
は
聞
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
記
念
館
の
館
長
に

花
輪
を
献
花
し
、
日
本
か
ら

持
っ
て
き
た
原
爆
写
真
集
、

侵
略
戦
争
の
証
言
ビ
デ
オ
を

館
の
関
係
者
に
渡
し
、
生
存

者
へ
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
「
鳩
」
の
サ
ブ
レ
や
川

崎
大
師
の
お
札
、
絵
馬
と
寺

の
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
最
後
に
「
東
京
北
京
」

と
い
う
歌
を
み
ん
な
で
合
掌

し
中
日
不
戦
を
誓
い
あ
い
ま

し
た
。翌
日
の
現
地
新
聞
に
、

こ
の
交
流
会
の
模
様
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

り
よ
い
答
え
が
出
て
く
る
可

能
性
が
高
く
な
る
の
と
同
様

に
、
的
確
で
明
確
な
文
章
で

問
い
か
け
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
訊
く

力
」
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で

す
。

　

で
は
、「
訊
く
力
」
を
養

う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。
質
問
が
言
葉
（
文
章
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
限
り
文

章
力
を
養
う
の
が
一
番
で

す
。
い
ま
や
事
務
的
な
文
書

や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は
Ａ
Ｉ
に

作
成
を
依
頼
す
る
時
代
で
す

が
、
そ
う
い
う
時
の
尋
ね
方

も
ま
た
的
確
な
文
章
で
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
結
局

は
文
章
力
・
語
彙
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
「
訊
く
力
」

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。

（
波
）

　

中
国
訪
問
の
旅
は
ロ
マ
ン

と
感
動
、
平
和
、
友
好
、
不

戦
を
胸
に
き
ざ
み
こ
ん
だ
旅

で
し
た
。
軍
備
を
増
強
し
、

対
中
国
包
囲
網
を
強
め
て
い

る
昨
今
、も
っ
と
話
し
合
い
、

交
流
し
て
和
平
の
道
を
進
む

べ
き
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

桂林の船下りをした川をバックに（筆者）

館長や生存者と伴に交流会を開催

く ら し ・ 社 会

もずくの天ぷら

川崎協同病院　栄養科　調理師　盛長 義文

海藻を食べよう！⑦

からだにやさしい料理   第79回  

【材料】　２人分
・もずく ………………… 100g
・サラダ油（揚げ油）  … 適量（水位４㎝位）
・塩 ……………………… 適量
☆衣用材料
・卵 ……………………… １個
・薄力粉 ………………… 40g
・片栗粉 ………………… 大さじ１/２
・顆粒だし ……………… 小さじ１/２
・水 ……………………… 50㏄

１人前　242㎉   　タンパク質5.3g　塩分1.5g

♥ 一口メモ：塩に抹茶や昆布茶を混ぜ
て使うとまた違った味を楽しめます。

【作り方】
❶  もずくは、キッチンペーパーで水気をよ
くふきとる。

❷  ボウルに卵を割って混ぜて、☆衣用材料
を入れてよく混ぜる。そこに❶のもずく
を加えて、よく混ぜる。

❸  揚げ物鍋に、４㎝ぐらいの高さまでサラ
ダ油を入れ、170度に熱して、❷のもずく
を丸くしてゆっくりと油の中に入れ、カ
ラッとするまで揚げる。

❹  揚がった天ぷらを器に盛り、ほんのり塩
をかけるか、塩を隣に添えてつけて食べ
てもOK。

コ
ラ
ム

時
の
風

訊き

く
力
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組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

組
合
員
連
携
で
ゴ
ミ
問
題
を
解
決

組
合
員
連
携
で
ゴ
ミ
問
題
を
解
決

　

川
崎
医
療
生
協
の
糖
尿
病

友
の
会
「
若
草
会
」
で
は
、

恒
例
の
ス
ト
レ
ッ
千
体
操

を
、
小
松
厚
志
ト
レ
ー
ナ
ー

を
講
師
に
９
月
13
日
、
会
員

と
希
望
者
10
人
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
自
分
で
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
を
評
価

す
る
「
ロ
コ
モ
25
」
で
、
質

問
に
答
え
な
が
ら
判
定
チ
エ

ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
肢
能
力
、
歩
幅
、
日
常

生
活
の
自
覚
状
況
な
ど
、
６

点
ま
で
は
非
該
当
、
15
点
ま

で
は
予
備
軍
と
い
う
こ
と

で
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
「
今
」

　

８
月
24
日
、
毎
年
恒
例
の

平
和
映
画
上
映
会
を
、
川
崎

区
の
川
中
島
神
明
神
社
の
社

を
自
覚
で
き
ま
し
た
。
説
明

途
中
か
ら
当
事
者
の
事
例
披

露
の
相
談
が
続
出
し
て
、
と

て
も
有
意
義
で
し
た
。

　

第
２
部
で
は
体
力
作
り
の

実
践
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
で
有

名
な
、や
な
せ
た
か
し
作
詞
、

い
ず
み
た
く
作
曲
の
「
手
の

ひ
ら
を
太
陽
に
」
の
音
楽
に

合
わ
せ
、
椅
子
に
座
っ
て
、

足
腰
が
痛
い
と
悲
鳴
が
出
る

ほ
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
「
最
低
一
週

間
に
３
回
は
継
続
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
全
員
で
「
手
の

ひ
ら
に
太
陽
を
」
を
合
唱
し「国家総動員法や国民徴用令」の講義をする小林弁護士

務
所
で
開
催
ま
し
た
。

16
㎜
に
よ
る
映
画
上
映
で

今
年
は
「
う
し
ろ
の
正
面
だ

あ
れ
」
で
す
。

　

東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
家

族
を
失
っ
た
少
女
が
自
立
し

て
い
く
姿
を
感
動
的
に
描
く

ア
ニ
メ
で
、
海
老
名
香
葉
子

さ
ん
原
作
の
同
名
小
説
の
映

画
化
で
、脚
本
・
監
督
は
「
火

の
雨
が
ふ
る
」の
有
原
誠
治
。

共
同
脚
本
は
今
泉
俊
昭
。
作

画
監
督
は
小
野
隆
哉
が
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

上
映
前
講
演
で
は
、
今
年

も
川
崎
合
同
法
律
事
務
所
の

小
林
展
大
弁
護
士
が
「
国
家

総
動
員
法
や
国
民
徴
用
令
」

に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

上
映
会
に
は
39
人
が
参
加

し
、新
聞
「
川
崎
医
療
生
協
」

に
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
た
こ

と
も
あ
り
、
幸
区
や
小
田
・

京
町
方
面
か
ら
の
参
加
者
も

い
ま
し
た
。

　

開
催
に
向
け
て
、
海
老
名

香
葉
子
さ
ん
か
ら
「
戦
後
80

年
、
日
本
で
は
戦
争
は
な
い

も
の
の
、
世
界
で
は
戦
争
が

未
だ
起
き
て
い
ま
す
。
戦
争

の
悲
惨
さ
、
愚
か
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
語
り
伝
え
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の

た
め
に
も
、
私
達
が
愛
す
る

日
本
の
た
め
に
も
」
と
激
励

の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

「
人
生
会
議
」を

「
人
生
会
議
」を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

　

９
月
８
日
に
、
川
崎
区
の
か

り
ん
ビ
ル
３
階
会
議
室
で
、
健

康
づ
く
り
委
員
会
主
催
の
「
健

康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
人

生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
を
は
じ
め

ま
せ
ん
か
」
と
、
あ
ま
り
聞
き

な
れ
な
い
テ
ー
マ
で
し
た
が
、

参
加
者
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
オ
ン

ラ
イ
ン
も
含
め
54
人
で
し
た
。

　

講
師
は
川
崎
協
同
病
院
の
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
鈴
木
奈

美
副
看
護
部
長
で
、
自
分
自
身

が
希
望
す
る
医
療
や
ケ
ア
を
受

け
る
た
め
に
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
、

ま
た
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

医
療
・
ケ
ア
を
受
け
た
い
か
を

前
も
っ
て
考
え
、
子
ど
も
や
友

人
な
ど
周
囲
の
信
頼
す
る
人
た

ち
と
話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
早
急
に
書
面
に
残
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
し

て
、「
も
し
も
手
帳
」
と
い
う
、

も
し
も
治
ら
な
い
病
気
に
な
っ

た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
治
療
や

ケ
ア
を
受
け
た
い
か
な
ど
を
記

載
す
る
手
帳
が
あ
る
こ
と
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

藤
崎
北
支
部　

松
田
義
治講演する鈴木副看護部長（左）

て
散
開
し
ま
し
た
。

　

若
草
会
で
は
定
例
の
テ
ー

マ
を
通
じ
て
、
身
体
の
機
能

強
化
、
糖
尿
病
に
負
け
な
い

気
力
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
若
草
会　

宮
澤
明みんなで一緒にストレッチ

放置されたタイヤ

平
和
映
画
上
映
会

平
和
映
画
上
映
会 

3939
人
参
加

人
参
加

恒
例
の
ス
ト
レ
ッ
チ
大
会

恒
例
の
ス
ト
レ
ッ
チ
大
会

  

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
深
刻
な

問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
浅
田
地

域
で
は
ゴ
ミ
の
集
積
所
を
設
置

し
な
い
、
一
部
の
ワ
ン
ル
ー
ム

マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
の
マ
ナ

ー
違
反
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

布
団
一
式
を
残
し
て
退
去
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

に
よ
る
火
災
の
危
険
を
心

配
し
た
近
隣
住
民
が
、
清

掃
局
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
担
当
に
指
導
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
撤
去
ま
で

半
年
以
上
か
か
り
ま
し
た
。

　

最
近
起
き
た
事
例
で
す

が
、
入
居
者
が
バ
イ
ク
の

改
造
を
行
っ
た
よ
う
で
、
タ
イ

ヤ
や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
缶
な
ど

を
隣
の
ア
パ
ー
ト
前
に
投
棄
、

し
か
も
オ
イ
ル
が
漏
れ
出
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
は
住
民
通
路

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
看
過

で
き
な
い
と
、
医
療
生
協
の
組

合
員
が
支
部
の
社
保
委
員
に
相

談
し
ま
し
た
。
す
ぐ

に
社
保
委
員
は
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
会
社
に

苦
情
の
電
話
を
か
け

ま
し
た
が
、
横
柄
な

態
度
で
一
方
的
に
電

話
を
切
ら
れ
る
始
末

で
し
た
。

　

次
に
社
保
委
員
は
町
会
の
廃

棄
物
指
導
員
に
相
談
す
る
と
速

や
か
に
撤
去
要
求
の
張
り
紙
を

し
て
く
れ
ま
し
た
、
こ
の
指
導

員
も
医
療
生
協
の
配
付
者
で

す
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
、
不
法

ゴ
ミ
は
わ
ず
か
５
日
目
に
片
付

き
ま
し
た
。
ま
さ
に
医
療
生
協

の
組
合
員
に
よ
る
連
携
プ
レ
ー

で
解
決
で
き
た
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
ゴ
ミ
の
集
積
場
や

駐
車
場
を
設
置
せ
ず
、
住
民
の

迷
惑
に
も
知
ら
ん
顔
の
ワ
ン
ル

ー
ム
を
野
放
し
に
し
て
い
る
行

政
に
も
責
任
が
有
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

  

こ
れ
は
浅
田
支
部
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ

と
も
全
市
で
一
班
一
支
部
要
求

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い

課
題
で
す
。

浅
田
支
部  

鈴
木
み
さ
子 撤去要求の張り紙

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
に
行
き
ま
し
た

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
に
行
き
ま
し
た

　

宿
河
原
支
部
の
有
志
で
、
年

に
１
度
行
っ
て
い
る
「
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
摘
み
」へ
行
き
ま
し
た
。

場
所
は
京
王
相
模
原
線
の
「
京

王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
」
の
近

く
に
あ
る
石
黒
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

農
園
で
す
。

　

７
月
の
暑
い
日
で
し
た
が
、

濃
い
紺
色
に
実
っ
て
す
ず
な
り

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
中
を
歩

き
、
両
手
を
使
っ
て
熟
し
た
実

を
取
っ
て
首
に
ぶ
ら
下
げ
た
小

さ
な
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

バ
ケ
ツ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

と
、
係
り
の
人
に
計
量
し
て
も

ら
い
、
１
㎏
１
８
０
０
円
の
代

金
を
払
い
ま
す
。
当
日
は
日
曜

日
だ
っ
た
の
で
家
族
連
れ
が
多

く
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
摘
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
り
は
み
ん
な
で
お
茶
を
す

る
こ
と
も
こ
の
企
画
の
楽
し
み

で
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
楽
し

み
方
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
ジ

ャ
ム
に
す
る
、
砂
糖
を
ま
ぶ
し

て
冷
凍
、
生
の
ま
ま
で
ヨ
ー
グ

ル
ト
と
一
緒
に
食
べ
る
、
な
ど

話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
「
ま
た
来
年
も

来
よ
う
ね
」
と
話
し
て
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
入
園
料
は
無
料

で
す
。
石
黒
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

は
「
京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
」

駅
か
ら
徒
歩
３
〜
４
分
の
と
こ

ろ
で
す
。

宿
河
原
支
部　

吉
田
幸
江



（５） ２０２５年１０月１日 第７１０号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ８月度　30支部　90班　548人

大師東支部

大師健康麻雀 健康麻雀で交流 8
元気お話会 楽しくお話 10
南大師支部

グルメ あとすこしあつさ 5
露草の会 ホテルでランチ 10
大師中央支部

カミツ 読書会 3
レインボーの家[虹輪] 終戦80年を語る 13
年金師 盆踊り 3
東門前 盆踊り 3
民商 懇談 3
わろてんか 寄席準備 3
大師フレンド支部

オカリナ オカリナの練習 8
おしゃべり 冷蔵庫の横は何故熱くなるか 7
お絵かき 各自で各テーマを描く 5
さくら会 自分達のレベルで英語を楽しく学ぶ 5
ちぎり絵 ちぎり絵作製 3
ひまつぶし 脳トレ 3
リフレッシュ ラジオ体操・血圧測定 6
リメイク ボタン付け、浴衣のリフォーム 5
味菜（あじさい） 会食 6
歴史 ゼロからの「資本論」 5
藤崎北支部

健康麻雀 健康麻雀 10
向日葵 絵手紙と茶話会 4
観音支部

あるこうかい 観音夏祭参加 10
すみれ モルック 4

観音健康ボウリング ボーリング 4
健康マージャン 健康麻雀 18
池上新町支部

ひまわり モルック 5
カラオケ のどをきたえよう 10
桜本支部

黄金 認知症予防とは 5
大島支部

未摘花 ダンベルストレッチ 3
深瀬 暑気払い 4
すずらん 暑気払い 3
あかり 書道 8
浜町支部

エチュード オカリナ練習 7
渡田支部

モルック班 モルック 6
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク 7
小田支部

夏つばき 小田地区 原爆展を見て 3
桜 原爆と人間展 4
ちょこっとウォーク 猛暑日 11
ラジオ体操 戦後80年 20
東小田支部

さつき 増資・血圧測定 7
浅田支部

ひまわり 折り紙・ひまわり 6
おりづる ひまわり飾り 8
けやき 体操・ウォーキング 3
じぃじとばぁばの手習い 新しく「植林秋耕」を書きました 4
こまくさ 近況報告とワンルームマンションの不法投棄について 5

人 人
京町支部

手芸 折り紙・その他 8
ロード いつまで暑い日がつづくのか？ 5
さくら 健康について 5
川崎駅前支部

キャロット 8月ニュース仕分 3
なわて イスラエルの話し 6
IT 茶話会 3
あじさい 初心に返って、絵手紙に向き合おう 8
御幸支部

紅葉 ダンベル・ストレッチ 5
南河原支部

シネマ班 映画鑑賞「シンドラーのリスト」 4
読書会 私の読んだ本について 4
古向支部

くちなし フレイル体操 6
新川崎支部

ラビット ゆる体操 7
玉川支部

青空平間会 DVD「よくある脳疾患について」学習会 5
住吉支部

モルック 楽しくモルックをしましょう 5
雲雀 麻雀を楽しむ 8
気功と太極拳 気功と「八式」 5
コスモス 気功・朗読・おしゃべり 6
小杉支部

さくら 料理持ち込み納涼会 4
アニマル 暑気払い 5
溝ノ口支部

おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う 4

楽歩会 プラネタリウムと民家園 9
囲碁サロン 囲碁 3
いまが青春 健康麻雀、将棋 10
橘支部

ダンベル 体操 4
つれづれ 健康麻雀 13
梶ヶ谷 ニュースセット、握力・足指力 4
さくら 終戦の話 3
癒しのお手玉 指と腕の運動 5
アカシヤ 原爆展について話合い 4
プラザ 脳トレ体操 13
フラワーレディズ 話し合い 6
すずめ 健康麻雀 9
たかつ支部

クイーン 映画会参加 3
おりづる 折り紙 6
宮前支部

ジャスミン 暑い夏をがんばろう 4
すみれ 暑気払い 7
ピンポン 暑気払い 4
長尾堰支部

第４長尾 暑気払い 5
アジサイ 暑気払い 4
ひまわり 転倒防止体操 8
宿河原支部

パークゴルフ 楽しく会話してランチ 11
こぶし 夏を乗り切るために 4
すこやかダンベル 筋力維持と親睦 4
麻生北支部

コーラスミール コミュニティ祭の曲について 6

人 人

９
月
７
日
、

大
師
中
央
支

部
の
主
催
で

「
第
21
回
健

康
寄
席
」
を

開
催
し
35
人

が
参
加
し
ま

し
た
。
昨
年

の
健
康
寄
席

は
、
台
風
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
の
で
、
今
年
は
無
事

開
催
で
き
主
催
者
は
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ま
ず
は
じ
め
に
、

４
月
か
ら
大
師
診
療
所
に
勤

務
し
て
い
る
竹
川
裕
山
医
師

  

組
合
員
か

ら
「
折
り
紙

を
折
り
た
い

け
ど
、
ど
な

た
か
紹
介
し

て
欲
し
い
」

と
の
電
話
が

あ
り
、「
そ

れ
な
ら
京
町
支
部
で
折
り
紙

の
班
会
を
作
っ
て
欲
し
い
」

と
話
し
た
と
こ
ろ
、
了
解
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

京
町
支
部
の
手
芸
班
に

は
、
素
敵
な
折
り
紙
を
折
る

人
が
い
て
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
気
持
ち
よ
く
受
け
て
頂

き
、「
ひ
ま
わ
り
」
班
が
出

来
ま
し
た
。

10
月
か
ら
し
ば
ら
く
の

間
、
毎
月
第
３
金
曜
日
10
時

か
ら
京
町
診
療
所
２
階
の
コ

ス
モ
ス
ル
ー
ム
で
、
手
芸
班

と
合
同
で
班
会
を
開
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
合
同
班
で
15

名
と
て
も
賑
や
か
な
班
会
に

な
り
ま
す
。

　

２
つ
の
班
が
一
緒
に
色
々

な
知
恵
を
出
し
な
が
ら
楽
し

い
班
会
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
手
芸
班
、
ひ
ま

わ
り
班
の
作
品
を
見
て
頂
け

が
、
転
倒
予
防
の
話
を
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
参
加
者
全

員
で
転
倒
予
防
体
操
を
行
い

ま
し
た
。

　

前
座
は
林
家
十
八
さ
ん
の

落
語
、
柳
家
喜
三
郎
師
匠
の

落
語
が
２
回
、
間
の
春
亭
右

乃
香
さ
ん
の
寄
席
文
字
が
あ

り
ま
し
た
。
寄
席
文
字
は
、

参
加
者
の
希
望
す
る
文
字
を

色
紙
に
書
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
終
わ
り
に
は
抽
選
で
サ

イ
ン
入
り
の
色
紙
が
当
た
る

と
い
う
も
の
で
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

大
師
中
央
支
部開口一番、竹川医師の転倒予防

ひまわり班がひまわり班が
出来ました出来ました

川崎の民話・昔話の
交流会

　「かわさきむかし話（文：萩坂昇　発行：
北野書店）」に掲載されている川崎市内に伝
わる民話を紹介し、継承者を育成する目的で
2018年に設立した「かわさき民話を愛する会」
が、語りや、紙芝居、講演などを行う交流会
を開催します。
 当日会場で「復刻版・かわさきのむかし話」
や、小沢俊夫編「かわさきのむかし話を語ろ
う」を販売します。
日時 10月26日（日）
　　　午前の部　10時30分～12時
　　　午後の部　１時30分～３時30分
場所　 かわさきゆめホール（中原区下沼部1880）
内容　午前の部
　　　◆ 語り「昔ばなしを語ろう会・かわさき」
　　　◆ 紙芝居「いぬくら子ども文庫」
 渡部　康夫
　　　◆ 大型めくり絵「平間小学校・おはなしパン」
　　　※「松」の昔話もいくつか上演。
　　　午後の部
　　　◆講演　山本　篤（元中学校校長）
　　　　「川崎にはなぜ『松』の昔話が多いのか？」
参加費 無料（当日のカンパは大歓迎！）
主催・問い合わせ
　「かわさき民話を愛する会」会長　萩坂心一
　電　話　090-6707-2488
　メール　hagisaka@dab.hi-ho.ne.jp

る
よ
う
に
素
敵
な
作
品
に
挑

戦
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。京

町
支
部　

瀧
沢
由
紀
子

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

８
月
19
日
に
、
溝
ノ
口
支

部
楽
歩
会
が
、
多
摩
区
の
生

田
緑
地
内
に
あ
る
「
か
わ
さ

き
宙
と
緑
の
科
学
館
」
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
賞
し
ま

し
た
。

　

建
物
内
の
大
き
な
ド
ー
ム

に
圧
倒
さ
れ
、中
央
に
は「
Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
‐
Ⅲ　

Ｆ

Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」（
メ
ガ
ス
タ

ー
‐
ス
リ
ー　

フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
）
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

こ
の
装
置
は
、
川
崎
市
出
身

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
大
平
貴
之
氏
が

開
発
し
た
、
世
界
最
高
水
準

の
精
緻
な
星
空
を
投
影
す
る

こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

　

生
田
緑
地
に
あ
る
枡
形
山

展
望
台
か
ら
見
え
る
空
が
静

か
な
音
と
と
も
に
ド
ー
ム
に

投
影
さ
れ
、
七
夕
伝
説
の
織

姫
と
彦
星
の
あ
る
夏
の
大
三

角
の
説
明
が
あ
り
、
こ
と
座

の
ベ
ガ
（
織
姫
）、
わ
し
座

の
ア
ル
タ
イ
ダ
（
彦
星
）、

は
く
ち
ょ
う
座
の
デ
ネ
プ
で
作

る
大
き
な
三
角
形
が
真
上
に
見

え
ま
す
。

　

夜
空
い
っ
ぱ
い
の
星
で
す

が
、
高
校
３
年
生
の
夏
休
み
に

ク
ラ
ス
で
行
っ
た
キ
ャ
ン
プ
で

見
た
星
空
の
よ
う
で
、
そ
の
時

に
見
た
流
れ
星
を
今
も
覚
え
て

い
ま
す
。
流
れ
星
と
ほ
う
き
星

の
違
い
も
今
回
分
か
り
ま
し

た
。
星
に
引
き
込
ま
れ
て
、
あ

っ
と
い
う
間
の
45
分
で
し
た
。

あ
ま
り
に
心
地
良
い
環
境
で
少

し
眠
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
た

よ
う
で
す
。

　

溝
ノ
口
支
部　

楽
歩
会

小
林
静
子

- -

第21回健康寄席第21回健康寄席
に35人が参加に35人が参加



（６）２０２５年１０月１日 第７１０号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ）

多
摩
川
緑
地

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

（
高
津
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第66回
シリーズ

第66回

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
ｋ
ｍ
。
東
京
と
横
浜
に

挟
ま
れ
た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海

側
の
南
で
は
街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川

崎
の
知
ら
れ
ざ
る
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、

川
崎
北
部
に
あ
る
多
摩
川
緑
地
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
多
摩

川
う
な
ね
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

宿
河
原
支
部　

小
野　

正
子

　

Ｊ
Ｒ
南
武
線
の
久
地
駅
か

ら
徒
歩
20
分
く
ら
い
の
多
摩

川
の
河
川
敷
に
、「
宇
奈
根

多
目
的
広
場
」
が
あ
り
、
こ

の
広
場
の
中
に
は
野
球
場

や
、
大
き
な
広
場
も
あ
り
、

そ
の
横
に
「
川
崎
市
多
摩
川

緑
地
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
は

あ
り
ま
す
。
多
摩
川
が
流
れ

る
横
に
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
２

で
、
65
歳
以
上
は
、
18
ホ
ー
ル

を
１
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
２
５
０

つ
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
９

ホ
ー
ル
あ
る

「
か
る
が
も
コ

ー
ス
」
と
、
９

ホ
ー
ル
の
中
で

も
ロ
ン
グ
ホ
ー

ル
が
あ
る
「
ひ

ば
り
コ
ー
ス
」

円
で
楽
し
め
ま
す
。
体
力
に
自

信
が
な
い
人
や
お
試
し
で
と
い

う
人
は
９
ホ
ー
ル
だ
け
で
も
大

丈
夫
で
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
直
径
20

㎝
の
穴
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用

の
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
っ

て
、
い
か
に
少
な
い
打
数
で
穴

に
入
れ
ら
れ
る
か
を
競
い
楽
し

む
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

道
具
は
す
べ
て
貸
し
て
も
ら

え
る
の
で
手
ぶ
ら
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
貸
し
ク
ラ
ブ
代
は
、

ボ
ー
ル
を
含
め
て
50
円
で
す
。

１
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う

時
は
１
グ
ル
ー
プ
４
人
ま
で
が

い
い
で
し
ょ
う
。

　

予
約
は
必
要
な
い
の
で
気
が

向
い
た
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
毎
週
、

月
曜
が
休
み
、
詳
し
く
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
でhttp

s://
w
w
w
.yom

iss.co.jp/park
ball/

ま
で
。

芝生が整備されたパークゴルフ場

ナイスショット！ 受付の看板

く ら し ・ 社 会読　者　の　広　場

読
者
の
声

観
る
方
も
必
死
に
さ
せ
る
迫

力
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
相
撲
協
会
の
白

鵬
関
の
扱
い
は
酷
か
っ
た
。

相
撲
の
評
判
が
落
ち
た
時
も

コ
ロ
ナ
の
時
も
、
横
綱
と
し

て
本
当
に
奮
闘
し
て
い
た
彼

を
な
か
な
か
認
め
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
帰
化
し
て
日
本

人
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
モ
ン
ゴ
ル
出
身
と
い
う

こ
と
が
常
に
協
会
の
人
た
ち

に
あ
っ
た
。
最
後
は
退
職
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
、
残
念
に
思
う
。

　

国
籍
が
あ
れ
ば
日
本
人
で

い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

税
金
だ
っ
て
納
め
て
い
る
の

だ
し
、
こ
れ
だ
け
多
種
多
様

な
人
が
い
る
中
で
、
も
う
見

た
目
や
出
身
で
差
別
し
て
は

い
け
な
い
と
思
う
の
だ
が
。

孫
ら
と
マ
ッ
ク
へ

　

川
崎
区　

神
保
幸
子

　

久
し
ぶ
り
に
孫
２
人
と
息

子
夫
婦
と
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で

お
茶
を
し
ま
し
た
。
つ
か
の

間
の
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

あ
や
か
り
た
い

　

幸
区　

根
津
美
枝
子

　

後
期
高
齢
者
な
の
に
若
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
周
り
に
は
80
代
が
多

く
何
よ
り
も
元
気
で
パ
ワ
フ

ル
で
よ
く
食
べ
、
よ
く
お
し

ゃ
べ
り
し
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
。

　

あ
や
か
り
た
い
。

全
て
の
も
の
を
破
壊

　

川
崎
区　

草
野
み
つ
子

　

戦
後
80
年
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
は
全
て
の
物
を
破
壊
し

つ
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

塩
昆
布
マ
ヨ
ト
ー
ス
ト

川
崎
区　

竹
内
栄
子（
83
）

　

８
月
号
か
ら
だ
に
や
さ
し

い
料
理
の
「
塩
昆
布
マ
ヨ
ト

ー
ス
ト
」。
常
に
塩
昆
布
を

野
菜
サ
ラ
ダ
に
使
っ
て
い
る

の
で
レ
シ
ピ
を
読
ん
で
、
材

料
を
買
い
に
行
か
ず
に
早
速

今
朝
の
朝
食
に
。

　

と
て
も
簡
単
で
美
味
し
か

っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

角
界
の
差
別
に
異
議
！

　

麻
生
区　

岡
野
由
美
子

　

８
月
号
の
コ
ラ
ム
時
の
風

「
あ
い
ま
い
な
日
本
人
」を
読

ん
で
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
も
大
相
撲
が
好
き
で
毎

回
土
俵
入
り
か
ら
観
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
肉
と
肉
、

骨
と
骨
が
思
い
き
り
ぶ
つ
か

る
競
技
で
、
時
に
は
大
怪
我

を
負
っ
た
り
す
る
い
わ
ば
命

を
か
け
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
闘
い
ぶ
り
は

絵本紹介⑲
思いでの

おすすめ

気に
なる 作：川端 誠
落語絵本 じゅげむ

　ある夫婦のもとに男の子が生まれました。
この子にいい名前をつけたいと思った父親が
和尚さんに相談に行ったことから、あの有名
な「じゅげむじゅげむ…」というとっても長
い名前が生まれました。音できくと呪文のよ
うに聞こえますが一つひとつの言葉にはおめ
でたくて縁起のいい意味が込められています。
　長い名前は呼ぶのさえ大変です。しかし、
泣いてる子がいつの間にか泣き止んだり、も
めごとを子どもたちだけで解決することがで
きたのは、子どもを思う両親の思いが詰まっ
た長い名前のお陰だったのかもしれません。
　絵本をひらくと、一見文字が多いように感
じますが、言葉がテンポよく並べられていて
すらすらと読めます。声に出して読みたくな
る絵本です。 編集委員　飯野 伸代クレヨンハウス　1760 円（税込み）

「川崎医療生協」のバック
ナンバーは川崎医療生協の
ホームページからご覧いた
だけます

https://www.kawasaki-coop.jph

　地域の皆さんと医療の専門家が一緒になって子育てをしようと、
ZOOM座談会を開催します。今回のテーマは「こどもの予防接種どう
してる？ どうしてた？」と題し、インフルエンザワクチンのことを中
心に座談会を行います。ワクチンの必要性や不安に感じることなど、普
段、診療所の中では聞きにくいなぁと思うことも、違う場所だったら話
しやすいかもしれません。

●日時　10月31日（金）　午後８時～９時
●ZOOMアドレス
　　ID：879 2014 9919
　　パスコード：988136
●問合わせ　城谷　090－6706－5454
●メール　shirotani.soichi@kawasaki.coop

ZOOM座談会 開催します
川崎医療生協　小児科プロジェクト委員会主催



み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

（７） ２０２５年１０月１日 第７１０号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

読　者　の　広　場

②　

秋
の
祭
礼
、
神
社
の
ほ
う

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
よ

③　

都
会
か
ら
遠
く
は
な
れ
た

地
方

④　

青
山
剛
昌
作
『
名

　
　

探
偵
〇
〇
〇
』

⑤　

赤
と
ん
ぼ
が
と
ま
る
〇
〇

の
先

⑥　

対
義
語
は「
デ
メ
リ
ッ
ト
」

⑨　

ケ
ー
ブ
ル
〇
〇
。

　
　

ベ
ビ
ー
〇
〇

⑪　

足
か
ら
先
に
、
後
方
に
回

転
し
な
が
ら
上
が
る
鉄
棒

の
わ
ざ

⑫　

秋
の
味
覚
の
一
つ

⑮　

水
を
つ
け
て
も
文
字
が
に

じ
ま
な
い
〇
〇
〇
の
ペ
ン

⑯　

国
民
の
意
見
。
〇
〇
〇
を

問
う

⑰　

〇
〇
〇
物
と

　
　

は
、
忘
れ
た

　
　

り
落
と
し
た

　
　

り
し
て
無
く
し
た
物

⑲　

秋
に
人
里
近
く
で
鳴
く
野

鳥
。「
百
舌
」と
書
き
ま
す

①　

ス
イ
ッ
チ
ョ
と

　
　

鳴
く
秋
の
虫

④　

小
降
り
の
雨

⑦　

赤
塚
不
二
夫
原
作
の
ア
ニ

メ
『
お
そ
〇
〇
さ
ん
』

⑧　

悪
か
っ
た
仲
が
元
に
戻
る

こ
と

⑩　

奴
隷
制
を
な
く
し
た
ア
メ

リ
カ
の
第
16
代
大
統
領

⑪　

数
を
ご
ま
か
す
、

　
　

〇
〇
を
読
む

⑫　

♪
静
か
な
静
か
な
〇
〇
の

　
　

秋

⑬　

屋
根
を
ふ
く
の
に
使
っ
た

　
　

草

⑭　

足
だ
け
湯

　
　

に
ひ
た
す

　
　

風
呂

⑯　

陣
中
〇
〇
〇
。
お
〇
〇
〇

⑱　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
は
〇
〇

〇
〇
家
の
こ
と

⑳　

利
益
と
損
害
。
有
利
な
こ

と
と
不
利
な
こ
と
。
〇
〇

〇
関
係

㉑　

エ
ッ
セ
ー
の
こ
と
で
す

①　

天
高
く
〇
〇
肥
ゆ
る
秋

と

代
大
統
領

すすすすすす
、

か
な
〇
〇

湯す

名

とたた
〇
。

第352回

Ｂ

Ａ

C

Ｅ

Ｄ

メールでの送付先 kenmachi@kawasaki.coop

D ＥA B C

《解き方》二重ワクの文字をうまく並べてできる言葉は？

梶
川
か
お
る
（
川
崎
区
）

佐
藤
利
恵

（
川
崎
区
）

市
原
文
子

（
川
崎
区
）

佐
藤
幸
子

（
幸　

区
）

倉
持
政
子

（
中
原
区
）

吉
岡
京
子

（
高
津
区
）

山
口
和
子

（
高
津
区
）

み
ー
ば
ば

（
宮
前
区
）

鈴
木
孝
法

（
多
摩
区
）

佐
藤
千
裕

（
多
摩
区
）

井
上
直
美

（
麻
生
区
）

笹
木
広
澄

（
麻
生
区
）

〈
敬
称
略
〉

　

８
月
号
の
答
は
「
ミ
ン
ミ

ン
ゼ
ミ
」
で
し
た
。
応
募
者

は
２
６
７
人
（
正
解
は
２
６

３
人
）。
内
訳
は
川
崎
区
１

５
６
人
・
幸
区
11
人
・
中
原

区
11
人
・
高
津
区
22
人
・
宮

前
区
11
人
・
多
摩
区
31
人
・

麻
生
区
19
人
・
市
外
２
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

中
島
正
治

（
川
崎
区
）

　

草
野
義
雄

（
川
崎
区
）

　

村
田
学

（
川
崎
区
）

　

原
田
香
奈
江
（
川
崎
区
）

　

セ
ロ
リ　

（
川
崎
区
）

　

佐
藤
キ
ク
エ
（
川
崎
区
）

　

中
栄
美
帆

（
川
崎
区
）

　

佐
々
木
和
子
（
川
崎
区
）

350回

答え「ミンミンゼミ」

パ
ズ
ル
と
川
柳
の
応
募
は

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し
け

れ
ば
年
齢
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。
本
誌
へ
の

感
想
や
近
況
も
記
入
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な

お
、川
柳
は
ひ
と
り
、一
句
、

既
に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続

10
回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に

も
贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り

は
11
月
25
日
、
当
選
者
は
12

月
号
紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

３
階

　

川
崎
医
療
生
協
本
部

編
集
委
員
会

話
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
は

苦
手
で
す
が
大
師
診
療
所
の

１
冊
50
円
で
購
入
で
き
る
本

棚
を
眺
め
る
の
は
と
て
も
好

き
で
す
。
良
い
本
に
出
会
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
前

は
有
栖
川
有
栖

氏
の
推
理
小
説

の
文
庫
を
購
入

し
ま
し
た
。
体
調
が
落
ち
着

く
ま
で
外
出
で
き
な
か
っ
た

の
で
充
実
し
た
読
書
時
間
が

孫
と
蛍
を
見
に

　

高
津
区　

梶
山
衣
江
75

　

７
月
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で

図
書
カ
ー
ド
を
頂
き
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

８
月
号
に
載
っ
て
い
る
と
ん

も
り
谷
戸
に
孫
が
幼
い
時
に

蛍
を
見
に
連
れ
て
行
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と

　

川
崎
区　

四
ツ
橋
准
子

　

暑
い
日
が
続
き
ヘ
ト
ヘ
ト

で
す
が
食
欲
は
あ
る
の
で
体

重
は
い
っ
こ
う
に
減
り
ま
せ

ん
。
残
念
な
こ
と
で
す
。

息
子
と
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

川
崎
区　

匿
名
希
望

　

今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は

息
子
が
解
い
て
く
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
蝉
が
鳴
い
て

る
様
子
を
蝉
時
雨
っ
て
言
う

ん
だ
ね
、
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
勉
強
に
な
っ
た
ね
！

先
日
、
10
回
連
続
落
選
の
図

書
カ
ー
ド
が
届
き
ま
し
た
。

診
療
所
の
本
棚

川
崎
区　

川
村
扶
美
恵
53

　

６
月
末
か
ら
体
調
を
崩
し

大
師
診
療
所
に
何
度
も
お
世

持
て
て
助
か
り
ま
し
た
。

95
歳
の
母
の
戦
後

川
崎
区　

仁
科
淳
子
66

　

毎
年
８
月
に
な
る
と
、
満

州
か
ら
の
引
き
揚
げ
の
苦
労

話
を
語
っ
て
い
た
母
で
す

が
、
も
う
す
ぐ
95
歳
の
誕
生

日
を
前
に
、
今
年
は
終
戦
記

念
日
も
わ
か
ら
な
い
様
子
。

　

戦
後
も
苦
労
続
き
だ
っ
た

母
の
人
生
に
思
い
を
馳
せ

て
、
戦
後
80
年
の
穏
や
か
な

生
活
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

厚
焼
き
サ
ン
ド

川
崎
区　

高
橋
陽
子
72

　

い
つ
も「
川
崎
医
療
生
協
」

を
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま

す
。
自
分
も
参
加
し
た
料
理

教
室
の
写
真
が
載
っ
て
い
た

の
で
、
ま
た
厚
焼
き
玉
子
入

り
サ
ン
ド
を
作
り
家
族
に
ふ

る
ま
い
ま
し
た
。

応募用ＱＲコード

〈
敬
称
略
〉ド

　
「
猛
暑
の
句
」
が
多
い
で
す
ね
。

人
間
も
地
球
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
よ

う
に
溶
け
て
い
き
そ
う
で
す
。さ
て
、

暑
さ
の
次
の
テ
ー
マ
は
？

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

夏
季
の
昼
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
っ
た
様　
　
　
　

宮
前
区　

尾
田
優
人

こ
の
暑
さ
電
気
料
金
お
そ
ろ
し
い　
　
　
　
　
　

幸　

区　

長
澤
昭
子
84

涼
風
を
運
ん
で
お
く
れ
ヨ
赤
ト
ン
ボ　
　
　
　
　

多
摩
区　

鈴
木
孝
法
74

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
地
球
を
熱
帯
化　
　
　
　
　

麻
生
区　

脇
治
以
85

認
知
症
セ
ッ
ト
ク
よ
り
も
ホ
ッ
ト
ク
を　
　
　
　

宮
前
区　

中
村
洋
子
67

雨
乞
い
に
線
状
降
水
帯
で
は
ね　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

川
越
怜
子

（１０１）

ア
メ
リ
カ
っ
て
民
主
主
義
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね　
　

川
崎
区　

小
林
郁
夫
71

そ
れ
ぞ
れ
の
慰
霊
を
済
ま
せ
て
夏
が
去
り　
　
　

川
崎
区　

鎌
田
克
子
75

炎
天
下
日
傘
傾
け
傘
美
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

高
橋
佳
子
84

仏
壇
に
語
り
か
け
た
く
な
る
今
一
人　
　
　
　
　

川
崎
区　

牧
岡
英
夫
72
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BOOK
　
戦
後
８０
年
を
迎
え
体
験
者
が

ほ
と
ん
ど
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
な
か
で
、
過
去
四
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

戦
争
を
体
験
し
た
人
々
や
戦
争

の
現
場
を
訪
ね
歩
き
ま
と
め
た

『
最
後
の
証
言
者
た
ち
～
戦
場

体
験
者
・
戦
争
体
験
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
高
文
研
、
３

３
０
０
円
）
が
、
こ
の
ほ
ど
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

　
著
者
の
澤
田
猛
さ
ん
は
、
１

９
４
８
年
東
京
・
大
森
で
生
ま

れ
、
毎
日
新
聞
記
者
を
経
て
大

学
講
師
や
全
国
空
襲
被
害
者
連

絡
協
議
会
（
全
国
空
襲
連
）
の

事
務
局
長
な
ど
を
務
め
ま
し

た
。
中
国
大
陸
だ
け
で
も
十
数

回
も
戦
跡
を
訪
ね
る
な
ど
第
二

　
厚
生
労
働
省
の
統
計
か
ら
、

２
０
２
４
年
度
、
全
国
の
病
院

の
６９
％
が
赤
字
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
多
く

の
医
療
機
関
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

前
か
ら
半
数
以
上
が
赤
字
経
営

に
陥
っ
て
い
る
な
か
、
２
０
２

３
年
度
以
降
は
、
国
か
ら
の
コ

ロ
ナ
補
助
金
が
な
く
な
り
、
外

来
の
受
診
者
の
減
少
や
、
物
価

高
騰
、
人
材
不
足
、
診
療
報
酬

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
経
営
を
圧

迫
し
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大

幅
な
赤
字
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

６４
件
も
倒
産

　
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
で
医

療
機
関
の
倒
産
は
２
０
２
４
年

は
６４
件
と
な
り
、
２
０
０
９
年

の
５２
件
を
大
き
く
上
回
っ
て
過

去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
２
５
年
の
１
月
か

ら
６
月
ま
で
の
倒
産
件
数
は
全

国
で
３５
件
と
な
り
、
２
０
２
４

年
度
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
す
。

　
日
本
医
師
会
や
、
日
本
病
院

会
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ
の
病

院
団
体
も
、「
こ
の
ま
ま
で
は

病
院
が
突
然
な
く
な
る
」「
地

域
医
療
は
崩
壊
寸
前
」
と
、
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
況
に
？

　
地
域
医
療
崩
壊
の
原
因
で
、

最
も
切
実
な
問
題
は
「
物
価
高

騰
」
で
す
。
医
療
材
料
や
光
熱

費
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
価

格
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
主

な
収
入
源
で
あ
る「
診
療
報
酬
」

は
、
こ
の
物
価
高
騰
上
昇
率
に

て
残
す
べ
き
事
実
で
あ
る
と
し

て
語
っ
た
言
葉
を
著
者
は
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

　
あ
と
が
き
で
、
哲
学
者
梅
原

猛
の
「
人
間
は
、
戦
争
す
な
わ

ち
他
の
動
物
が
決
し
て
し
な
い

同
類
の
大
量
殺
害
を
す
る
動
物

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
、
箴

言
と
し
て
著
者
は
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
澤
田
さ
ん
の
著
書
で
戦
争
に

関
す
る
著
書
に
は
、『
ル
ソ
ン

島
　
戦
場
の
記
録
』『
空
襲
に

追
わ
れ
た
被
害
者
た
ち
の
戦

後
』（
い
ず
れ
も
岩
波
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
）
が
あ
り
ま
す
。

追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
深
刻
な
の
が
「
人
手

不
足
」
で
す
。
経
営
が
苦
し
い

た
め
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善

が
十
分
に
進
ま
ず
、
他
産
業
並

み
の
賃
上
げ
が
困
難
な
た
め
、

人
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
環
境
が
悪
化
に

追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
る
の
が
、
建
物
の
「
老

朽
化
」
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査

に
よ
る
と
、
法
定
耐
用
年
数
を

超
え
る
「
築
４０
年
」
以
上
の
病

棟
を
持
つ
病
院
が
、
全
国
で
１

６
０
０
余
り
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
耐
用
年
数
を
超
え

て
も
建
物
は
使
い
続
け
ら
れ
ま

す
が
、
専
門
家
は
「
建
築
費
な

ど
が
高
騰
し
、
老
朽
化
し
て
も

建
て
替
え
ら
れ
な
い
病
院
が
相

次
ぐ
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

受
療
権
の
危
機
が 

迫
っ
て
い
る

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
地
域

の
人
た
ち
の
「
医
療
を
受
け
る

権
利
」、つ
ま
り「
受
療
権
」

の
危
機
に
直
結
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
生
活
圏
に
病

院
が
一
つ
し
か
な
い
よ
う

な
地
方
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
病
院
が
な
く
な
れ
ば
、

必
要
な
時
に
医
療
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
、
と
い
う
事
態
が
迫

っ
て
い
ま
す
。

政
府
へ
の
要
望

　
危
機
的
な
状
況
の
中
で
、
川

崎
医
療
生
協
が
加
盟
す
る
「
全

日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
」

で
は
、
地
域
住
民
が
、
必
要
な

時
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
請
願
署
名
を
集
め
国

に
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。

　
請
願
項
目
は
一
つ
目
に
「
医

療
機
関
が
突
然
閉
鎖
し
、
地
域

住
民
の
医
療
に
困
難
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
速
や
か

に
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
」、
二
つ
目
が
「
医
療
機
関

が
健
全
な
経
営
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
医
療
・
福
祉
に
対
す
る

税
金
の
使
い
方
の
優
先
順
位
を

引
き
上
げ
る
こ
と
」
で
す
。

　
川
崎
医
療
生
協
で
は
事
業
所

に
署
名
を
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
組
合
員
が
地
域
の
訪
問
行

動
な
ど
で
、
署
名
の
訴
え
を
し

て
い
ま
す
。

訪
ね
、聞
き
、記
録
し
た
戦
争

　
　
語
り
継
ぐ
こ
と
の

�

意
義
を
考
え
る
本

医
療
が
、
病
院
が
、い
ま
危
機
に！

緊
急
署
名
に
ご
協
力
を

伝えたい思い
川崎区　居

い

城
しろ

 シゲ（87歳）

苦労した畑作業

私の戦争体験127

ガザは軍事的な緊張状態に度々さら
される場所。しかしここにも日常が
あり、普通の人々が暮らしている。
あなたの知らないガザの人々の素顔を
とらえたドキュメンタリー映画

主催

おとな 1000円
こども（小学生～18歳） 500円

チケット

日時 10月２5日（土）�①午後2時 ②午後6時�
いずれも開場は30分前

（川崎区桜本1−8−22 川崎教会）場所 みんなの家3階

Mail：ii.eiga.wo.miru2023@gmail.com
いい映画を観る会

素顔の日常

「

」
ガザ

MOVIE

　
私
は
１
９
３
７
（
昭
和
１２
）

年
に
新
潟
県
小
千
谷
市
寺
沢

で
、
上
か
ら
長
女
・
長
男
・
次

男
・
私
・
妹
・
弟
・
妹
か
ら
な

る
７
人
兄
弟
の
４
番
目
の
次
女

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時

寺
沢
地
区
に
は
３０
世
帯
く
ら
い

が
住
ん
で
い
て
、
小
学
生
の
時

は
、
全
学
年
で
６０
人
ほ
ど
が
一

ク
ラ
ス
に
ま
と
ま
っ
て
勉
強
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
戦
争
の
体
験
ら
し
き
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
私
が
６
歳
の
と
き
父
が
戦

争
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
父
は
２
年
ほ
ど

で
戻
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

近
く
の
長
岡
や
柏
崎
で
は
空
襲

が
あ
り
、
そ
の
時
に
爆
弾
の
音

が
し
て
き
た
の
は
記
憶
に
残
っ

て
い
て
、
空
襲
が
あ
る
夜
は
、

狙
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
母
か
ら

電
気
を
消
し
な
さ
い
と
言
わ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
私
の
兄
弟
は
兵
隊
に
な
る
前

に
終
戦
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
戦
争
に
行
か
ず
に
済
み
ま

し
た
。
男
兄
弟
は
、
大
地
主
の

と
こ
ろ
に
手
伝
い
に
行
っ
て
い

て
、
衣
食
は
大
地
主
の
人
が
賄

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
家

族
は
食
べ
る
物
の
た
め
に
土
地

を
３
反
く
ら
い
も
っ
て
い
ま
し

た
が
、
男
兄
弟
が
大
地
主
の
家

に
手
伝
い
に
行
っ
て
し
ま
い
、

姉
妹
で
米
や
野
菜
を
作
る
し
か

な
く
、
畑
作
業
が
と
て
も
大
変

で
し
た
。
米
の
苗
は
大
地
主
か

ら
買
っ
て
米
を
つ
く
り
ま
し

た
。
私
の
仕
事
は
、
土
地
を
肥

や
す
た
め
に
糞
や
尿
を
混
ぜ
た

も
の
を
、
家
か
ら
畑
ま
で
運
ぶ

お
手
伝
い
で
し
た
。

　
買
い
物
は
、
半
日
か
け
て
町

に
行
き
ま
し
た
。
お
金
は
、
多

少
の
米
や
野
菜
を
売
っ
て
得
て

い
ま
し
た
が
、
大
半
は
父
方
の

叔
母
が
役
所
に
勤
め
て
い
て
、

次
大
戦
の
戦
跡
を
取
材
し
、
戦

場
・
戦
争
体
験
者
の
証
言
を
ひ

た
す
ら
集
め
咀
嚼
し
史
的
事
実

か
ら
考
察
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
元
特
攻
隊
員
、
戦
犯
、
空
襲

被
害
者
、
戦
災
孤
児
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
残
留
日
本
人
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
戦
争
に
か
か
わ
っ

た
人
々
の
証
言
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
戦
災
孤

児
だ
っ
た
人
な
ど
、
本
来
差
別

を
受
け
る
い
わ
れ
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
差
別

を
受
け
て
き
た
体

験
者
は
、
長
い
間

自
ら
の
体
験
を
語

る
こ
と
を
た
め
ら

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
時
代
を
経

そ
の
お
金
で
日
用
品
を
購
入

し
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
に
行
く
に
は
お
金
が

な
く
て
、
中
学
を
卒
業
し
た

ら
群
馬
県
の
わ
ら
び
紡
績
工

場
で
働
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

同
郷
の
寺
沢
地
区
の
人
か

ら
、
浅
草
の
和
菓
子
屋
で
働

か
な
い
か
と
声
が
か
か
っ
た

の
で
、
和
菓
子
屋
で
働
き
ま

し
た
が
、
川
崎
に
引
っ
越
し

て
い
た
叔
母
が
嫁
に
来
い
と

言
わ
れ
、
現
在
住
ん
で
い
る

川
崎
の
小
田
に
住
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
戦
争
が
な
け
れ
ば
こ
ん
な

苦
労
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
戦
争
が
起
き
な
い

よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

上映会


